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野生鳥獣の餌資源となる結球葉菜類の残澄管理技術
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緒 言

近年 ニ ホンザルM2∽●4 F t s仰ね(以下サル)イ ノシシ

Sus so抗, ニホシジカccr usコ?βωl(以下シカ), カラス

(ハシボツガラスCorv″s coroコ●,ハ シブ トガラスCげvos

m帥 働oO与の野生鳥獣による農作物粧讐が全国的に

広が,,大 きな社会閑題となっている 平 成16年度のlJ生

鳥獣による程作物経告全ねはおよそ200億円 |`とされてい

るが 実 際の投亭状況としては 直 接の拡章全禎のほか,

農業者の宮岸意欲のllT下などにより耕作放美地が1曽加し,

これが更なる弓獣社督を招くという思拍環にあり,中 町問

地域を中心に在害が夏に深刻化している

鳥獣被告防止対策としては,,加 ゃ捕控で個体数を減ら

す,l‐入防止柵やけ弓ネットの設置で晨作物とする 兵 活

周辺の環境整備や村1作枚菜地の管理年により町生弓獣を□

場に毎せ付けない官農管理を行う,守が4げ らツ■る.｀セⅢ

井上2“1ま 農 家にとつて関″じのない出荷規格外品や収

構成ど寺もサルの格好の出であることを指摘した そして

これらが結果としてPH付けにつながらないよう管理するこ

とも含めた サ ルにとって魅力のない集落づくりが粧宇防

止対策の中でi要 としている 江 凹
lⅢ
も,イ ノシシの縦害

防止対策の中で,同 様の指摘をしている ま た,江 回 1ま

イノンシが集落へ来る要因を取り|なくこと,耕 地は効本的

な方法で凹うこと 効 ■よくイノシシを捕猶することの三

つをバランス良く行えば社官が減らせるとしている さ ら

に,井 上21ま
)と にある栄養価の高い農作物等を多く摂食

することがサルの価体致増加の要因の一つとし,FI畳 が乏

しければ確成獣の栄表状態力竜 くなり,幼 獣の出生車や■

存■力 Fド Hる としている ま た,金 森
blま

, シカの増力は

'年は地域で具なり 冬 の何不足は幼獣の生存卒を低下させ

るとしている 鳥 に関しても 古 日
'1ま

,ハ シボツガラス

は郎のほとんどを田1回で付ているとし,地 域におけるカラ

スの個体抜レベルと下1デるためには! ゴミやと地の IL物)

作物のイズ穫成となどの人に出来する釘を管理すること力辺

要だとしている こ れらのことから 町 生烏獣への釘付け

とならないような営岸管理を行うことが,個 体数増加をヤH

柿|する観点かに,も紅めて重要と考えられる

方,反 切動物のシカは年として雑草も含め多くの社物

を摂たする.Sが
,サ ル, イツシンは雑交性で 人 間が

r 近 畿中国rJ FT世業研究センタ

本研究は新たな模小本に政策をlr進する実1門r lT〕た事米 「告渋皆理的アブローテによる●■■防止技術の開発 lr成 19～21年度Ⅲ
により実施した
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食べるものはほとんど食べる と ころが,最 近,イ ノシシ

も牧草等の草を郊として頻繁にlE食することが明らかにさ

れている1)

このように 農 作物や収穫後の残澄,雑 草も野生串獣の

部になること力寸旨縮されている力S,鳥獣害対策において回

場内における残澄や雑草の具体的管理手法は明らかでな

い そ こで,残 道発生量の多い結球葉菜類のtl X作型にお

いて,収 穫後の残査を少なくする栽培管理方法と,収 穫後

の固場における冬期の雑草発生を抑市Jするための最適な耕

起時期を明らかにした

材料および方法

本実験は奈良県農美結合センター高原農業振興センター

(奈良県年陀市,標 高約3・Jlm)において実施した

実験1 結 球葉票類の収寝後に発生する残澄量

ハクサイ10月どりは,播 種を2007年7月29日に,定 布宣を

8月21日に,JI穫を10月25に行つた ハ クサイ11月どりは,

播種を8月13日にぅ定拒を9月 4日 に,1又穫を11月13日に

行つた キ ャベッ冬どりは,播 種を抑07年6月29日に,定

植を9月 4日 に,収 穫を12月26日に行つた 供 試品種は,
ハクサイ10月どりに

て
黄ごころ65'(タキイ桂苗KK),ハ ク

サイ11月どりに
`き

らほし85'(同),キ ャベッ冬どりに
て
彩

ひかり
Ⅲ
(同)を用いた 栽 培面積はそ作型02a,反 復はな

し,栽 植密度は1ポあたりS2林 とした 調 査はを区20株

について収穫直後の地上部重と奏球重を上lll lTIで折1定し,

地上部重と業球重の差を個体残査量とした ま た こ れを

10aあたりに決算して残査畳とした

実験2 ハ クサイ取陵時の切断位置が腋茅の発生と残渡量

に及ぼす影響

供試品種は, 1黄ごころ65)を用いた 2CrJ7年7月29国に

播種し,8月 21日に定植した 収 穫は19月25日に行い,そ

の際に切断位置の異なる2区 を設けた 慣 行区は切株に3
～5節を残して切断し,拡 軸部切断区は切株に節を残さな

いように子葉着生部位より下の胚軸部で切断した 切8Fr後,

直ちに前製作業を行い,業 球以外の残澄は固場に残した

(第1図)栽 培面積はそ区014,反 復はなし,栽 植密度

は1ポあたり32株 とした 11月 30日に,腋 芽発生株率と

残澄量を調査した 残 査量は,切 株の地上部分と収穫時に

固場表面に放置した調製残とを集め,上 皿梓でSFl定した

慣行            歴 軸部

第 1図 ハ クサイ収穫時の切断位置

Fi9 1 Aoしting pos tion in Chinese cabbages ha巾o試

実験 3 結 球葉菜剰 又藩後の統起回数と露出残着畳

供試品種は,ハ クサイに
て
きらぼし85')キ ャベッに

｀
彩

ひかり
'を

用いた ハ クサイは,播 種を抑y年 8月 13日に,

定植を9月 4日 に,収 穫を12月4日 に行つた キ ャベッは,

播種を2∞7年 6月 29日に,定 植を9月 4日 に,収 穫を抑08

年 1月26日に行つた そ れぞれの圃場において,収 穫後に

固場を耕起して残査を鋤き込んだ 通常の 1回耕起区の他,

同一日に複数回耕起する2回 耕起区,3回 耕起区を設け,

対照として無耕起区を設けた 回 場面積は各区03a,反

復はなしとした 耕起は,ハ クサイでは刻研年12月5日 に,

キヤベツでは20饉年 2月 14日に行った 耕 起にはロータリ
ー爪l160m幅 ,ヤ ンマーRSB16114B)を取り付けた26Psの ト

ラクター(ヤンマーAF 26)を 用い,耕 起深は15cⅡとした

耕起直後に,上 壌表面に露出する残道を,l alでそ区2カ

所ずつ採取し,重 量を上皿秤でlll定した

実験 4 耕 起時期が冬期の権車量に及ぼす影響

2007年 6月 1日 に黒色のポリエテレンフイルム(厚さ

005血 ,商 品名サンポリ)で全面被覆して雑草の発生を抑

制した圃場において,2007年 10月18日にフイルムを除去し

た後、異なる時期に耕起して冬期の推草発生畳を比較した

糾起には,実 験 3と 同じトラクターを用い,耕 起深は15cal

とした 耕 起は,2007年 10月18日,11月 5日 ,12月 5日 に

行い,そ れぞれ10月耕起区,11月 耕短区,12月 排起区とし

た 各 区面積は05a,反 復はなしとした 2〕据年 3月 12

日に発生している雑草を,05ポ で各区2カ 所ずつ採取し,

地上部の生重を上II l汗で測定した

結 果

実験1 指 球葉案類の収寝後に発生する残湾重

ハクサイとキャベツの収量および残澄量を第1表に示し

た 株 当たりの葉球重は,ハ クサイ10月どりで243埴,同

11月どりで3 mlgに対し,キ ャベッ冬どりで1 44kgであっ
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第1表 結球棄業類の秋冬作型における収量と残漬量Z

Tabl。l Yi。ld and residues in head loaf veg●tables of the fati and winter eropping typ。
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瀬 杷  断 薔
個
繍
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篭干

y流
)編

1 0月どり   4 2 4     2 4 3 100         425        78         53
ハクサイ

1 1月どり 515 165 320 112

キャベツ 冬どり 260 144 116 446 3 7

Z10a当たりの栽植株数は3200株

調査日 ハ クサイ10月どり2007年10月17日 ハクサイⅢl月どり11月13日キャヘツ12月26日

y:地上部重に対する残造の割合
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た 個 体残澄宣は,ハ クサイ10月どりで180ヒ,同 11月ど

りで1 65tgに対し,キ ャベツ冬どりで1 16kgで,キ ャベツ

よリハクサイで大きく,ハ クサイでは10月どりよりも11月

どりで小さかった 一 方,地上部重に対する残澄の割合は,

ハクサイ10月どりで25%)同 11月どりで32000! キャベ

ツ冬どりで446%で あり,キ ャベツに比べてハクサイで小

さく,ハ クサイでは10月どりに比べて11月どりでやや小さ

かつた 収 穫後に発生した残澄は,ほ とんど力琳 業で,10

4あたリハクサイで5Stお よび53t,キ ャベツで37tも

あった(第2図)な お,ハ クサイ.キ ャベッともに可販株

率はlm%で ぁった

第3図 ハ クサイ収穫後に葉厳から仲長する腋芽
F19 3 The axl‖ary buds t6 oxtend まter hawost in Chinese

cabbage

た

収穫後鈍日日,切 林からの腋芽の発生は,慣 行区で7割

もの株で認められたのに対し,胚 軸部で切断収穫した区で

は全 く認められなかった(第4図 )慣 行区において3割 の

株で腋芽力溌 生しなかった原因は,的 腐病の罹病によるも

のであった 一 方,収 穫後36日目の残査豊は,慣 行区で

1075整に対し,妊 軸部切断区で13燈となり,慣 行区に比べ

第2図 収 荏直後のキャベツ圃場

Fg 2 Cabbago le diust ater harvoま

封険2 ハ クサイ収穫時の切断位置がほ芽の発生と残港畳

に扱ばす影響

（ざ
）雛
寒
封
ぷ
朴
樫

収控備6日目には固場表面に残された収穫後の調整残澄

は,いずれの区でも姜凋または腐敗していた 妊 軸部切断

し

同
　
つ

一不

　

，

あ

では新たな残澄の発生はなかったが,切 株に節を残した

では,や や黄化した外葉の他に,第 3図のように新

に腋茅が発生していた こ れら固場に残された作物体を

べて残澄とみたとき,切 断位置力引ス穫後36国日の腰茅の

慣行区     歴 軸部切断区

処理区

第4図 切断位置が収穫36日目の臓芽の発生株率に及!ます影筆

F g4 Efreot tt dttreno●古 outting,。stion on the inoidoぃoo of
ax“し,γ しuas in ohinoso oabbage harvestと残澄量に及ぼす影響を第4図 と第 5図 に示し
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第5図 切断位置が収穫後36日目の残澄■に及ぼす影響
Fig 5 Etteot of diferenoo oF outing,ositton on th。

quantity of reisuos in ohinese oabboge harvost

て胚軸部切断区で顕著に少なかった(第5田 )

実験 3 結 球葉業類収穫後の耕起回数と露出残た量

ハクサイおよびキャベッで,収 穫後の耕起回数と土壌表

面に辱出する残澄量との関係をそれぞれ第6図 と第7図 に

示した 耕 起直後に■凝表面に傷出した残澄は,ハ クサイ

では,10a当 たり,無 耕起区で60tに 対 し, 1回 耕起区

で22t, 2回 耕起区で95t, 3回 耕起区で02tと なり,

耕起回数が多くなるにつれて小さくなった(第6図 )キ ャ

ベツでも,無 耕起区で33ti l回 耕起区で14t, 2回 耕

起区で09t, 3回 排起区で05tと 耕起回数が多くなるに

つれて小さくなった(第7図 )

3回耕起 2回 耕起 1回 耕起 無 耕起

耕起回数

第7図 キ ヤベツ収穫後の耕起回数と土壊衰面に露出する残漕量
Flg 7 Effects of ouitivation frequenoy after harvest on

the restues exposed to soli surface in cabbage

実験 4 耕 起時期が冬期の雑草置に及ぼす彰響

団場における耕起時期と冬期の雑草望との関係を第8図

に示した 10a当 たりの地上部の雑草量は,10月 耕起区で

38t,11月 耕起区で16t,12月 耕起区ではほぼ0で ,耕

起時期力遅 くなるにつれて小さくなった な お,同 国場に

おける冬期の優先雑革種はスズメノカタビラであつた

０
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10月耕起  11月 耕起  12月 耕起

耕起時期

第8図 耕 起時期が冬期の雑草発生■に及ぼす影響
Fig 3  Effects oi cultivation timing on the weeds

quantity of fteld in wintertime3 0

2 0

1 0

0
3回耕起  2回 耕起  1回 耕起   無 料起

耕起回数

第6図 ハクサイ収穫後の耕起回数と土壌表面に露出する残漕量
Fig 6 Effects of oultivation frequency after harvest on the

resdues ex,osed io soit surface in chinese o3bbage

考 察

ハクサイやキャベツの野生寺獣による縦害は, シカ,イ

ノシシ,サ ル,ヒ ヨドリrrTPq Peres 2mF m応が食害する1ア)

とされる 山 口Hlま
, ヒヨドリにとつて年明けから桜が開

花する頃まで力現 も食物が乏しい季節で,そ の時期のアプ

ラナ科野菜で被告が多く,特 にハクサイⅢキャベッ)プ ロ

ッヨリーなど力海 まれるとしている ま た,ハ クサイの秋

冬作型では,シ カやサル,イ ノシシが食害し,据 え置き株



や収格後の外業も毎源になる7)とされる 井 上21ま
,ハ ク

サイやキャベツでは,1又穫後に茉球以夕ヽの夕1業等を固場に

放置する管理習慣がサルの被告を助長するとしている こ

れらのことから,ハ クサイやキャベツにおいて,Jス穫後に

発生する成とも野生寺獣の餌になると考えられる そこで,

実験 1で収程直後の成述量を調査したが,10a当 たリハク

サイで5～ 6t,キ ヤベツで約 4tも の成道が発生した

本実験での叫販株=は 文∞%で あつたが れ 宮虫与で出荷

不能の性が発生すると,こ 畳は夏に1曽加する シ カは1,

的0種を超える十1物の業,芽 ,村 皮,呆 実を餌とし,成 獣

l頭の1日あたりの出畳は約3暗 程度とされているう｀

こ,tを考応すると,ハ クサイやキャベツで収格後に発■す

る残と宣が 野 生寺獣にとっていかに膨大な餌量であるか

が伺える そ こで 実 験 2お よび実験 3で は,枯 ホ斉菜類

における川ス推後の残造管理手法を検討 した

実験2か ら明らかなように,収 確後排起せずに日場を次

置すると,慣 行の収イミ方法では新たな餌資源となる腋チが

発生した 一 般的に 多 くの葉某打において1頂才慣勢によ

り 乗 腋部の芽は上長しないているが,頂 芽7v取り除かれ

ると生長を始める°I Fl行区で確芽力鴻 ■したのは,収 程

で頂fF"Wり いかれ 切 株に残ったlf茅が生長しやすくを

ったためと考えられる 一 方,凋こHdtttrl断低で確芽の発生

がなかつたのは,切 株に節をなさなかったためで,81軸 部

での切断収穫は,外 業をtrJ株に残さないことで成消量を早

期に代減できるうえに 新 たに郎資源になりうるRrチの4

生を抑制できることから鳥は喜対策として有効と考えられ

る

実験3で ,収 穫後の成たの込lTな 町ヽ減方法として i中

への鋤き込みを検plした ハ クサイェ キ ャベツともに鋤き

込みで大幅に上境よ面に毎出する成とを削減でき,複 数回

行うことで岳出する成とがさらに少なくなった た だしト

上喪表面に伝出する残澄itは, トラクターの能力,走 行速

度やⅢI起の浜さ ロ ータリーの回転速度年によって大きく

左右されると考えられ/pため,実 施時には,1回 のllt起に

よる難き込み幼果を確認した上です―必要に応じて複数同耕

起することが望ましい 一 方,鋤 き込み以タトの成こ処理方

法として,団 場からの搬出や,ハ ンマーナイフモア年によ

る成砕が考えられる 前 者は,時 間や労力を多く要し,後

者は,新 たに性Int装備が必要である そ れらに比べ“鋤き

込みは,残湾を移動させることなく筒使に行うことができ

新たな機械去備が2要 でないことから 技 澄処理ntt術とし

て導入しやすいと考えられる

冬期の雑草もンカの杵好の何資源になる 1`ことから,実

験4では 耕 起時劇と圃場における冬期の雑■畳との関係

G〕

を調査した 十 上ら51ま
,中 山同地域の集落における村起

やメ」tlい寺の省■を9～ 11月に実施した場合 団 場や畦叫

における冬期の雑草量が多くなると指摘 している ま た,

FI田
91ま

,9～ 11月の耕起時期と固場における雑!草畳との

関係を前査し 冬 期の雑草量は科起時期が遅くなるほど少

なくなるとしている 本 え欧でも耕起時期が甲いほど冬知

の雑草量は多く,こ れらの報告と同様の結果が得られた

収機後の残道を迅速に削減するため鋤き込みを行つても,

II起時期が早い場合,冬 期の雑■量を増加させ)圃 場にお

ける野生臥の算資源を増やす可能性もあるとll祭された

収准時刺の早い作型では,野 i寺 獣への郎付けとならない

収植後の残澄付聖を行うとともに冬期に雑■を発生させな

い固場管理力1必要であろう よ って,収稚の早い作型では,

収機後の鋤込みだけでは,冬 期の雑草を抑i」できない場合

があるので,雑 草削減のための耕起が再度必要である 耕

起の他に雑草を抑制する手法として,峠 草剤の散ll,刈払

い)早 ポリマルチフイルムの社覆等力iある し かし,4期

のljF草労J散布は防隣効果が低く フ イルムの社覆はヨス ト

と労力を要し,X」ll、いは雑車の草文が低い冬期には道さな

い こ れらと考店すると,圃 場における冬期の雑草抑制手

段として,茂 と処理同様卜作業性やコスト前からみても耕

起が慣れると考えられる

以上,水 研究において,対 Fl受某煩の栽■システムは,

将単 後に野生寺獣の年になる残とを大量に発生しながら稼

働していることがnHらかになった 結 球業業類も含め 栽

培終了後の残湾が放置され,無 吉乱に野生寺獣への郎付け

になつていることが夕い う なわち,現 在まで野生専獣へ

の配慮を大いた形態です生FFシステムが構築されてきたと

いえる 本 研究では,そ の改善策として,結 ホ秦栄lFにお

いて Httl_F後の成どや推草の具体的な管理方|_Iを明らかに

した 今 後も,世 作物生産において,J又確後の成とや雑草

管理だけでなく,野生鳥hIが出没するという前提のもとに,

生産システムと再梅第していくことが重要と考える

安,人 央他 :野生烏駅の節資源となる結球実業IBの成澄管理技術
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摘 要

結球業業項のlk冬作型です野生Pv獣への算イJけとならな

い収植後の同場管理を明らかにするため,収 穫後発生する

残直長とその管理方法や,耕 起時期と冬別の雑草発生量の

増l‐を詞奇した

収稽後に発生した茂澄は 10aあ た,,ハ クサイで53

tお よび5St,キ ヤベツで37tも あった

ハクサイ栽号において,切 株に3-5節 残す慣行の収穫

方法では!収憎核,7割 もの体で☆服からほチカ発 生した

が開

アブ

プロ

の秋

き株
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一方,胚軸部での切断収穫は腋芽のと長を完全に抑制した

ハクサイとキャベツ栽培では,収 穫後の耕起は土壌表面

に露出する残道を大幅に常U減した さ らに,収 穫後の排起

回数が増加するにつれて,上 壌表面に露出する残置は減少

した

耕通時期と冬期の雑草量の関係では,耕 起時期が遅くな

るにつれて雑草量が減少し,12月 に耕起した区で雑草の発

生はほとんどなかった
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